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成 果 

特 色 

令和６年度 

● 本校は自校給食であり、児童にとって給食は身近な存在である。しか
し、魚の残菜量が多いことが近年の課題であったため、魚食普及推進
センターの方を招き、座学のお魚ゼミ、タッチプール、鰹の一本釣り
体験等を行った。 

● 学びを活かすために、意識して魚を食べる「おさかな★三本勝負」や
苦手なものに挑戦し、食器を綺麗に返却する「もぐピカ全校キャンペ
ーン」を行った。児童保健委員と児童給食委員のメンバーで企画・運
営を行うなど、児童主体で活動を進めた。 

 

 

● 生きている魚に触れたことで魚を身近に感じることができた。座学
では漁業の様子や漁師の想いも知ることができた。また、魚を食べる
ことは環境にも良いという SDGs に関することも学べた。 

● 行ったキャンペーンでは、魚の残菜量が以前と比べて３分の１に減
った。キャンペーン期間外でも給食を残さず食べる児童が増え、魚以
外の食品の残菜量も減った。 

全学年 

ギョギョっとおさかな★スクール 

● 普段見かけない魚を触れることができて新鮮だった。たくさんの魚
のことや漁師さんの大変さなどについて知ることができてとても良
い経験になった。（６年女子） 


